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おふくろの味

「母（母性）」「母恋い」を考察した著者のシリーズ三部作
最後の一冊。「おふくろの味」という言葉のディスコース分析を

通して考察を試みる。

●著者による母性を考察したシリーズ三部作の最後となる一冊。
本書では、この考察を「おふくろの味」という言葉のディスコース

分析を通して試みていく。
特徴的なのは、新聞記事を文学作品のように読み、映画や小説、テ

レビドラマ等を歴史的資料のように扱うことだ。この言葉の創出期か
らを時間軸に沿ってみていくと、「おふくろの味」というたった６文
字の、何でもないようなワードが、日本語と日本文化のなかでイデオ
ロギーとしての役割を担っていたことがみえてくる。人々は知らず知
らず、これに操られていたのである。

1980年代以降、「おふくろの味」が個人的な郷愁から離れ、「伝統
的な和食」「手作り料理」「郷土料理」「母から娘へと継承される家
の味」「馴染み深い味（ただし、故郷に対する郷愁ではなく、慣れ親
しんだ場所・職場に対する郷愁によるもの）」といった様々な意味を
まといながら巨大化していく。
現代では、一般概念ともなっている「おふくろの味」の概念の変遷

は、これから先も多様な意味をはらんでいくことを示しているだろう。
付録として、巻末に「おふくろの味」についてのインタビュー集を

収録。

イデオロギーと郷愁、概念の変遷をめぐって
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